
2025 年 国際城市剣道文化交流大会 in 高雄 訪問レポート 

2025 年 3 月 15 日と 16 日の 2 日間、台湾・高雄市で開催された「国際城市剣道文化

交流大会」に参加してきました！私たち NPO 法人国際社会人剣道クラブからも多数

出場し、熱戦を繰り広げてきました。その様子を大会の結果とともにレポートします。 

大会概要と参加者 

今回の大会は、高雄市で毎年開催されている国際親善の剣道交流大会です。台湾を

はじめ、日本やその他の国からも剣士たちが集まり、約 300 名規模ともいわれる大き

な交流試合となりました。日本からは約 150 名もの剣道仲間が参加し、国際社会人 

剣道クラブからも 49 名が遠征しました。会場は高雄市武徳殿と国立中山大学体育館

の 2 か所で、歴史ある武徳殿での個人戦、そして海辺にある中山大学の体育館での

個人戦の続きと団体戦が行われました。 

1 日目（3 月 15 日）：武徳殿での個人戦 

大会初日は、午前中は合同稽古があり、昼食を挟んで、午後から高雄市武徳殿で 

開会式が行われました。武徳殿は日本統治時代の 1924 年に建てられた由緒ある 

武道館で、木造の立派な建物に一同感激！  なお、昨年までは、武徳殿の前に大きな

ガジュマルの木がありましたが、昨年 10 月の台風で倒れ・撤去されていたため、雰囲

気が変わっており、少し寂しい感じでした。しかし、試合となると気持ちは一転。皆さ

ん、 「優勝に向けて頑張るぞ！」と気合いを入れて臨みました。 

開会式では台湾側主催者の挨拶、審判長の曽根理事長より接辞と試合上の注意、

続いて審判主任の田頭啓史先生より具体的な反則の説明があり、国際大会らしく和

やかで盛大な雰囲気です。言葉は違っても剣道を愛する気持ちは皆同じで、早くも交

流ムードが高まります。 

続いて個人戦が２会場で行われました。当クラブから３６名が出場し、男女それぞれ 

年代別に分かれ、試合に臨みました。蒸し暑い中でしたが会場には冷房も入れていた

だき、快適なコンディションで試合ができました     。皆集中して試合に挑み、一本が 

決まるたびに大きな声援と拍手が沸き起こっていました。 

夜には林皇宮大飯店にてウェルカムパーティーが開かれ、各国の剣士たちと交流しま

した。台湾の美味しい料理とお酒を堪能しつつ、お互いの健闘をねぎらいました🍽️🍷。

言語の壁も「乾杯！」の声で吹き飛び、剣道談義に花が咲きます。初日から交流は 

大盛り上がりで、「明日も頑張ろう！」と声を掛け合って解散しました。 

1/22 



2 日目（3 月 16 日）：中山大学での個人戦・団体戦と白熱の勝負 

大会 2 日目は会場を国立中山大学体育館に移して、個人戦の続きと団体戦が行わ

れました。10 時から開会式があり、陳会長から開会宣言からはじまり、市長・政府スポ

ーツ発展局長からご挨拶、石黒峰司先生の柳生新陰流兵法の演武、曽根審判長か

らの試合上の注意、そして選手宣誓が行われました。 

開会式終了後、直ちに個人戦が開始し、午前中で終わりました。午後からは団体戦と

なり、当クラブからは１２チームが出場しました。3 人制の団体戦で、メンバーそれぞれ

が一致団結して試合に臨みます     。 

どの試合も白熱！「メン！」や「ドウ！」の力強い打突の音が体育館中に響き渡り、 

観客席からは台湾・日本双方の応援が飛び交いました。試合が終われば、相手チー

ムとも健闘を称え合い、爽やかな笑顔で握手を交わしていました。 

試合の結果は、個人戦：女子の部では、３９歳以下の部で関東地区クラブの大塚桜子

選手が優勝、４０歳以上の部で中国地区クラブの岩崎美穂選手が準優勝でした。   

男子の部では、４５才以上６５歳以下の部で東海地区クラブの菊池雅樹選手が優勝、

中国地区クラブの岩崎公彦選手が第三位、６５歳以上の部で関東地区クラブの林勝美

選手と羽鳥信一選手が堂々第三位でした。 団体戦は、６０歳以上の部で IGKC 国際

社会人剣道クラブ混合チームが昨年に続き見事優勝＜二連覇＞、近畿Ａチームが第

三位でした。 なお、当クラブとしては参加していませんでしたが、関東地区クラブ所属

の青木将士選手が男子４４歳 以下の部で優勝、近畿地区クラブの浅野貴博選手がメ

ンバーの日本大阪龍生会 B が第三位でした。 

夜には漢来大飯店にて授賞式と晩餐会が催され、個人戦・団体戦それぞれの入賞者

にメダル、賞状及びレプリカが授与されました。当クラブの入賞者も表彰を受け、壇上

で誇らしそうに賞状を受け取っていました      。会場からは温かい拍手と「おめでとう！」

の声が飛び、仲間としてとても嬉しい瞬間でした。また、参加者全員で記念撮影をした

り連絡先を交換したりと、最後の交流を楽しみました。台湾名物の夜市料理（牛肉麺

や魯肉飯など）が振る舞われ、私たち日本勢も「美味しい！」と大喜び      。写真撮影

では「はい、チーズ！」ならぬ各国いろいろな掛け声で笑顔になり、あちこちで笑い声が

絶えません。こうして二日間の大会は幕を閉じました。 

大会を振り返って ～現地の雰囲気と交流～ 

今回の高雄大会は、試合で盛り上がったのはもちろんのこと、何より現地の温かい雰

囲気と手厚いおもてなしが心に残りました。台湾の剣道関係者の皆さんはとても親切

で、日本語で一生懸命話しかけてくださったり、逆に私たちの拙い中国語に耳を傾けて
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くださったりと、終始フレンドリーに接してくださいました。高雄の街自体も活気があって

人情味があり、移動中に道を尋ねたときも笑顔で教えてくれる方ばかり。治安も良く、

安心して滞在できました。 

剣道を通じて言葉や国籍を超えた交流ができたことは、本当に貴重な経験です。試合

中は真剣勝負でぶつかり合いましたが、一度面を外せばお互いに笑顔で握手できる—

—そんな剣道の素晴らしさを改めて感じました      。LINE 交換もたくさん行い、「また来

年会おうね！」と約束した台湾や他国の剣士もできました。まさに国際親善クラブの 

理念である「剣道を通じた友情」が形になった大会だったと思います。 

大会期間中、私たちは高雄のグルメや観光も少し楽しむことができました。夜には  

有志で六合夜市（高雄の有名なナイトマーケット）に繰り出し、巨大なフルーツかき氷を 

みんなで食べたり        、屋台の小籠包を頬張ったりしました。初めて味わう本場の味に

「おいしすぎる！」と感動しっぱなしです。最終日には一部メンバーで愛河という高雄の

夜景スポットを散策し、ライトアップされた美しい川沿いを歩きながら大会の思い出話

に花を咲かせました          。 

おわりに 

今回の高雄での国際剣道交流大会への参加は、私たちクラブにとって大成功だったと

言えます。試合で得た課題や反省点もありますが、それ以上に世界中に剣道仲間が

できたことが何よりの収穫でした。異国の地で竹刀を交え、笑い合い、健闘を称え合っ

た時間は、一生の宝物になるでしょう。 

最後に、この大会を準備・運営してくださった高雄市の関係者の皆さま、そして遠征に

あたりサポートいただいたクラブの皆さまに心より感謝申し上げます         。おかげさまで

素晴らしい経験を積むことができました。 

今後も国際社会人剣道クラブの一員として、剣道を通じた国際交流に積極的に参加し

ていきたいと思います。そして今回交流した仲間たちと再会できる日を楽しみに、日々

の稽古に励んでいきましょう     ！次回「台湾遠征行きたい！」という方も大歓迎です

ので、ぜひ一緒に国際交流の輪を広げていきましょうね。 

以上、高雄での大会報告でした。長文になりましたが、最後までお読みいただきありが

とうございます。少しでも現地の熱気や楽しさが伝わっていれば幸いです。 

皆さんお疲れさまでした！ 

ＮＰＯ 法人 国際社会人剣道クラブ 

中国地区クラブ 幹事長 寺本 昭彦 



 

大会パンフレットの表紙 
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台湾 高雄市 武徳殿 
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稽古会風景(3 月 15 日(土)) 
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  稽古会風景(3 月 15 日(土) 
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大会歓迎看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

審判会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/22 

8/22 



個人戦開始前の開会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜審判長からの試合上の注意＞ 
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＜審判主任からの反則説明＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人戦開始 
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歓迎パーティー 
  
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 渡並会長・金会長による乾杯       東北地区クラブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      関東地区クラブ           東海地区クラブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      近畿地区クラブ           中国地区クラブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       韓国チーム        田頭先生による中締めの乾杯 
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3 月 16 日(日) 開会式（台湾国立中山大学体育館） 
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大会会長挨拶（陳会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

来賓挨拶（渡並会長） 
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審判長接辞（曽根理事長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選手宣誓 
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各地区クラブ集合写真 
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表彰式・サヨナラパーティー 陳会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サヨナラパーティー風景 
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表彰式 

団体瀬 

６０歳以上の部 優勝 国際混合チーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６０歳以上の部 第三位 近畿地区クラブ 
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個人戦 

女子３９歳以下の部 優勝 関東地区 大塚 桜子選手 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子４０歳以上の部 準優勝 中国地区 岩崎 美穂選手 
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 男子４５歳以上６４歳以下の部 優勝 菊池 雅樹選手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子４５歳以上６４歳以下の部 第三位 岩崎 公彦選手 
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 男子６５歳以上の部 第三位 林 勝美樹選手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子６５歳以下の部 第三位 羽鳥 信一選手 
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その他① 大会以外の「交剣知愛」 

（各地区クラブ 台湾の交流のある道場での稽古会） 

＜関東地区クラブ・近畿地区クラブ合同＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜近畿地区クラブ＞ 
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その他②（各地区クラブ 台湾の交流のある道場での稽古会） 

＜中国地区クラブ＞ 
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